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平成 7年度 アマゴバイテク技術応用試験 

 

牧野賢治・尾田文治・宮田 匠 

 

 

 

染色体操作を中心とした新披術を導入することにより,アマゴの新しい育種技術の開発を目指し,将来

的に性のコントロールや優良形質の固定を図ることを目的とする。 

 

1 アマゴ 3倍体魚作出試験 

将来的に全雌3倍体魚を作出するために,予備試験として第二極体放出阻止型3倍体魚の作出を試み,

作出のための諸条件の検討をおこなった。 

 

方   法 

試供魚は小歩危養魚場で養成された親魚を用い,一回の作出に雌 3尾の卵を用いた。精子は雄 2尾か

ら採精した。染色体数の倍数化処理法は受精後,第二極体の放出を阻止し,染色体数を倍数化する方法

でおこなった。煤精した10分後に網目のカゴに入れた卵を高温処理は28℃及び30℃の水温で10分,15

分及び 20 分間の浸漬によりおこなった。加圧処理は加圧機を用いて 650 ㎏/cm26 分間でおこなった。

処理後,自然水温の流水下出管理した。 

 

結   果 

結果を表 1,2,3,4,5,6 及び 7に示した。表に示したように,28℃の高温処理では,42.2～70.0%の正常

ふ化率が得られたが,30℃では 0.0～34.2%であり,28℃と比べると低いふ化率であった。そして,処理

区が 10分よりも長くなるに従って正常ふ化率は低下する傾向がみられた。 

加圧処理では正常ふ化率が 50.9～87.7%と高温処理よりも高いふ化率が得ることができた。 

 

2 雌性発生 2倍体魚の作出 

第二極体放出阻止法による雌性発生 2倍体魚を作出し,その中で優良な個体を選抜し,次世代へ継代

して育種選抜をおこなうことにより優良純系を得る月的でおこなった。 

 

方   法 

精子の遺伝的不活化は Mounib Solution で 100 倍に希釈した精子に 3600erg/cm2の紫外線を照射し

ておこなった。染色体の倍数化は煤精 10分後に,高温処理でおこない、処理条件は上記の試験と同様
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の方法でおこなった。処理後，自然流水下で管理した。 

 

表 1 3 倍体魚作出試験結果(高温処理)No.1 

   

表 2 3 倍体魚作出試験結果(高温処理)No.2 

 
表 3 3 倍体魚作出試験結果(高温処理)No.3 

   

表 4 3 倍体魚作出試験結果(高温処理)No.4 

   

表 5 3 倍体魚作出試験結果(高温処理)No.5 

   

表 6 3 倍体魚作出試験結果(高温処理)No.6 

   

表 7 3 倍体魚作出試験結果(加圧処理) 
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結  果 

  結果を表 8．9．10 及び 11 に示した。ふ化率は 28℃では 16.9～19.9％，30℃では 0.0～10.1％と処

理区が 10分よりも長くなるに従って正常ふ化率は低下する傾向にあり，処理時間が 20分間になると

正常ふ化率は 0.0％であった。計 863 尾のふ化仔魚が得られた。 

 

表 8 極体放出阻止型雌性発生魚作出試験結果 No.1 

 

表 9 極体放出阻止型雌性発生魚作出試験結果 No.2 

 

表 10 極体放出阻止型雌性発生魚作出試験結果 No.3 

 

表 11 極体放出阻止型雌性発生魚作出試験結果 No.4 

 


